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陰影は平年偏差。等値線は(a)1020hPa 以上を 5hPa 間
隔で、(b)-40×106m2/s 以下を 10×106m2/s 間隔で表示。 
m2/s2 











図８ PV インバージョン解析の結果 
2012 年１月 29 日の 300hPa 面における準地衡流渦位
(PV)偏差を与えたときに強制される 1000hPa 高度偏差
（陰影）。陰影の間隔は 100m。等値線は 1000hPa 気温
の平年値で、250～275K の範囲を 5K 間隔で表示。 
 
圧が最も強まった数日前にあたる１月 29 日
の 300hPa 面 に お け る 準 地 衡 流 渦 位
（Potential Vorticity: PV）偏差を与えた

















































(a) 1/29 00Z (b) 2/2 00Z (c) 2/5 12Z (d) 2/11 00Z
図９ 310K 等温位面渦位分布の推移 





図 10 2011/2012 年冬平均(a)300hPa 東西風速平年偏差、(b)300hPa 高周波擾乱の運動エネルギー平年偏差、及び
(c)高周波擾乱による渦度フラックスの収束に伴う 300hPa 高度変化率(m/day)平年偏差 




図 11 冬平均 200hPa 流線関数平年偏差のラニーニャ
年の合成図 
合成図は、1984/1985、1988/1989、1995/1996、1998/1999、





















東 で 収 束 し た 。 ロ ス ビ ー 波 ソ ー ス
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図 12  2011/2012 年冬平 均
(a)200hPa 速度ポテンシャル平
年偏差（等値線）、200hPa 発散
風平年偏差（矢印）、及び外向き
長波放射(OLR)平年偏差（陰影）、
(b)200hPa ロスビー波ソース（陰
影）及び 200hPa 流線関数平年偏
差（等値線） 
等値線間隔は(a)0.5×106m2/s、
(b)3×106m2/s。 
(a) (b)
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